






































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































onsieur, notre cher général se trom
pe.
（
ね
え
、
き
み
、
ぼ
く
ら
が
愛
す
る
将
軍
は
、
ま
ち
が
っ
て
い
る
）、
あ
ん
な
口
調
で
は
じ
め
る
な
ん
て
（
デ
・
グ
リ
ュ
ー
の
話
を
ロ
シ
ア
語
で
続
け
る
こ
と
に
す
る
）、
で
も
将
軍
が
君
に
言
い
た
か
っ
た
の
は
︹
…
︺」（
一
八
九
頁
、
強
調
引
用
者
）
と
、
言
語
を
入
れ
替
え
て
記
述
す
る
と
い
う
語
り
手
の
注
釈
が
挟
ま
れ
て
い
る
。
　
複
数
の
言
語
が
混
交
す
る
構
造
は
、
ポ
リ
ー
ナ
に
唆
さ
れ
た
ア
レ
ク
セ
イ
が
、
プ
ロ
イ
セ
ン
か
ら
来
た
ヴ
ル
マ
ー
ヘ
ル
ム
男
爵
夫
妻
に
ド
イ
ツ
語
で
挑
発
す
る
場
面
で
、
よ
り
ラ
デ
ィ
カ
ル
に
露
呈
す
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー 
著
・
亀
山
郁
夫 
翻
訳
『
賭
博
者
』
光
文
社
古
典
新
訳
文
庫
、
二
〇
一
九
年
白
井 
史
人
226
書 評
　
「Jaw
o-o-ohl!
（
は
あ
ー
い
！
）」
ぼ
く
は
「
あ
」
の
音
を
思
い
き
り
引
き
の
ば
し
て
い
き
な
り
叫
ん
で
や
っ
た
。（
八
五
頁
）
　
本
訳
は
こ
の
よ
う
に
、
原
文
に
登
場
す
る
ロ
シ
ア
語
以
外
の
言
語
の
表
記
を
残
し
、
括
弧
内
に
日
本
語
訳
を
追
記
し
て
い
る
。
日
本
語
の
訳
文
の
流
れ
に
挿
入
さ
れ
る
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
に
よ
り
、
複
数
の
言
語
が
入
り
混
じ
っ
て
い
る
こ
と
が
明
示
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
ア
レ
ク
セ
イ
の
一
人
称
の
視
点
か
ら
は
こ
ぼ
れ
が
ち
の
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
同
居
し
て
せ
め
ぎ
合
う
、
賭
博
場
の
ヘ
テ
ロ
フ
ォ
ニ
ッ
ク
な
空
間
を
、
文
字
の
レ
ベ
ル
で
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
。
　
も
う
一
つ
、
既
訳
で
「
わ
た
し
」
だ
っ
た
ア
レ
ク
セ
イ
の
一
人
称
を
、
平
仮
名
の
「
ぼ
く
」
と
し
て
い
る
点
も
見
逃
せ
な
い
。
訳
者
は
あ
と
が
き
で
「
主
人
公
ア
レ
ク
セ
イ
の
一
人
称
が
、
訳
語
と
し
て
な
か
な
か
固
ま
り
に
く
か
っ
た
」
と
告
白
し
て
い
る
が
、
ア
レ
ク
セ
イ
の
冷
笑
的
性
格
が
強
調
さ
れ
る
「
わ
た
し
」
に
対
し
、
本
訳
の
「
ぼ
く
」
は
、
人
間
関
係
や
賭
博
を
め
ぐ
る
感
情
の
起
伏
に
流
さ
れ
る
個
と
し
て
の
不
安
定
さ
―
「
し
も
べ
」
的
、
と
い
う
と
読
み
込
み
す
ぎ
か
―
を
前
景
化
さ
せ
る
。
こ
の
「
ぼ
く
」
を
翻
弄
し
続
け
た
ポ
リ
ー
ナ
が
、
小
説
の
後
半
で
ホ
テ
ル
の
一
室
で
ア
レ
ク
セ
イ
に
向
か
い
合
う
場
面
で
ふ
と
漏
ら
す
ロ
シ
ア
語
の
親
称
二
人
称
「
あ
な
た
0
0
0
」
も
（
二
四
九
頁
、
訳
文
マ
マ
）、
既
訳
と
異
な
る
ニ
ュ
ア
ン
ス
で
ド
キ
リ
と
さ
せ
ら
れ
た
。
　
本
作
の
背
景
と
な
る
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
自
伝
的
体
験
や
同
時
代
の
社
会
情
勢
は
、
巻
末
の
読
書
ガ
イ
ド
に
詳
し
い
。
当
時
の
紙
幣
の
カ
ジ
ノ
内
換
算
率
と
国
際
換
算
率
ま
で
比
較
す
る
徹
底
ぶ
り
だ
。
　
あ
ら
ゆ
る
差
異
を
等
価
に
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
資
本
主
義
の
象
徴
に
み
え
る
カ
ジ
ノ
と
い
う
空
間
で
、
決
定
的
に
交
換
不
可
能
な
も
の
が
混
じ
り
合
い
ぶ
つ
か
る
。
女
と
男
、
ロ
シ
ア
人
と
フ
ラ
ン
ス
人
、
日
本
語
と
ロ
シ
ア
語
、
そ
し
て
「
ぼ
く
」
と
「
あ
な
た
0
0
0
」
―
。
そ
ん
な
翻
訳
不
可
能
な
境
界
を
飛
び
越
え
続
け
る
訳
者
の
「
賭
け
」
の
ス
リ
ル
を
、
多
く
の
読
者
に
あ
ら
た
め
て
味
わ
っ
て
ほ
し
い
。
　
　
　
　
　
　
　
　
1 
一
九
七
九
年
刊
行
の
原
卓
也
に
よ
る
既
訳
（
新
潮
文
庫
）
で
は
、
ロ
シ
ア
語
以
外
の
言
語
が
使
用
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、「
はヤ
あヴォ
ー
ルい
」（
六
四
頁
）、「
赤
ル
ー
ジ
ュ」（
一
二
六
頁
ほ
か
）
な
ど
、
カ
タ
カ
ナ
の
ル
ビ
が
振
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
る
。
1
227
